






刊 行 の 辞
山梨学院大学大学院社会科学研究科による本『研究年報 社会科学研
究』第３０号の刊行にあたって，刊行の辞として本号の特質について若干
の説明をさせていただきます。
本誌第３０号は「現代社会における教育問題」を特集として，（１）田
中智志「完全性と力―重層的な力の概念史の試み―」，（２）山内紀幸
「日本における幼児教育・保育改革―２０００年代を中心とする『幼保一元
化』議論―」，（３）苑 金星「日中間の留学生派遣―日本における受け
入れの現状と課題―」の４編の論稿を用意しました。そしてまた，（４）
宮坂直哉「日本の中東外交に関する考察」，（５）依田文人「わが国の消
費税制度におけるインボイス方式導入の提言」を「課程修了者 優秀論
文」として掲載しました。この２論文は平成２０年度の山梨学院大学ス
チューデント・オブ・ザ・イヤー賞学術賞を受賞した優秀な修士論文を
リライトしたものです。この２論文は６万字以上の修士論文を２分の１
から３分の１まで圧縮して，書き直したものです。そういう意味では修
士論文から独立した論文であるということができるでしょう。
さて，本号には「『研究年報 社会科学研究』編集発行規程」と「『研
究年報 社会科学研究』執筆要項」を掲載しております。本誌の目的
は，主として公共政策に関する理論的・実践的研究，及び資料等の発表
に充て，次に掲げる者が寄稿できるとしました。
（ａ）現に本研究科の専任・兼担・兼任である教員。
（ｂ）過去に本研究科の専任・兼担・兼任教員であった者。
（ｃ）上記（ａ），（ｂ）の共同執筆者。
（ｄ）過年度の大学院修了者のうち，研究科委員会が推薦した者。
（ｅ）編集委員会として特別寄稿を依頼する者。
（ｆ）その他，編集委員会が認めた者。
１
また掲載する原稿は研究論稿（研究ノート，研究資料を含む），調査報
告，研究集会類の記録，翻訳，書評，雑報（研究科の状況紹介，事業参
加レポート，誤植・誤記訂正など）とし，未発表のものに限る，としま
した。
本誌の執筆に参考にしていただきたいと存じます。
山梨学院大学大学院社会科学研究科における教育研究活動がなお一層
発展することを願ってここに刊行の辞に代えたいと思います。
（編集委員会）
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